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校長室の窓から､子どもたちの歓声が聞こえてきます。何がおかしいのかお腹を抱え

て笑っている子､額に汗を浮かべてひたすら一輪車に乗っている子､じっと目を凝らし
て動く虫を見つめている子､子ども本来の素の姿がそこにあり､そ
れぞれが私たちの気付かない何かを感じ取っています。 
 教室は学びの場の一場面に過ぎません。外に出て風のそよぎを
感じ､太陽の日差しを喜び､流れる雲に心ときめかせ､虫や草花の
複雑なつくりに驚く。その一つ一つが大切な勉強です。 
教育の究極の目標は「生きる力」の育成です。様々な学びと体験を
通して､未来の大人たちが自ら生きる力を磨いてゆく､学校をそん
な学び舎にしたいと常に考えています。保護者の皆様､地域の皆
様､不安が常に過る日々ですが､子どもたちの未来･夢の実現に向
けて一緒に歩んでいきましょう。 
 

芦屋小のシンボル 映える ゆうびんポスト  
～古いものが教えてくれる歴史とものを大事にする心～ 

 

芦屋小の正面玄関向かって左手に地域の方から寄贈されたポ
ストがあります。経時変化で落色が目立ってきていました。 
育成会の吉永 雄児さんがご厚意でポストの塗り替えと校歌石 
板の書き換えをおよそ２ヶ月間かけて仕上げていただきました。 
吉永さん､心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

Enjoy any time！ 

大自然の中の自然教室 
６月１３日・１４日に「協力して思い出に残る自然教室にしよう」のスロー
ガンのもと､夜須高原自然の家で２日間過ごしました。
初日のフィールドワークをはじめ多くの活動を行いまし
た。どれもいい思い出になったと思います。この学習を
通して､自然の大切さや集団生活を行う上での責任感
やマナー等を改めて学んだことと思います。また､２日間
の中で友達に対して温かい言葉かけが多く見られ､優
しさや思いやりのある５年生に成長を感じました。 

芦小だより 
創立１５１年 

 
芦屋小３つのあ ｢あいさつ  あんぜん  ありがとう｣ 

小中ふれあいあいさつ運動 
小中一貫教育の取組「小中ふれあいあいさつ運動」が ５月３１日(金)からスタートしまし

た。芦屋中学校の生徒会役員（本校卒業生も多くいます）がきてくれました。芦屋小児童会を
中心に昇降口入口に一緒に立ち､朝の挨拶を行いました。活動後に､中学生から「このことを
きっかけに､芦屋小学校でも挨拶の輪を広げてください」とエールをいただきました。有り難
い言葉です。さらに挨拶に磨きをかけていきましょう！ 

天然芝と人工芝の違いを

体験した草スキー 

川エビや小魚を 

見つけ大歓声！  

なになに発見隊。さっそく

タブレットで動画撮影 



 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

『もくもく・きびきび・ピカピカ 黙働掃除』 
しゃべらず静かに黙々と掃除をしています。一生懸命掃除に取り組む美しい姿は､芦屋小学校のよき

伝統です。また､静かな中での掃除から､以前まで聞き逃していた飛びゆく鳥のさえずりの声や風の音

など今まで聞こえなかった音が聞こえます。雑巾掛けをしているその時の上靴のキュッキュッキュッとい

う足音。一生懸命､力をこめて廊下を拭いている美しい音だと感じました。ほうきではく時のサッサッサ

ッという音。雑巾を絞るときの水の音。美しい音がいくつも聞こえてくる中で､黙々と集中して取り組む

美しい姿は､人の心を打ちます。掃除は大変だけれど､優しい心と力強い手は､毎日の取組から育って

いくのだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小中学生のオンラインゲーム､ＳＮＳ等､インターネットを介したトラブルが増えてきています。また生

活習慣の乱れによって､学校生活への影響がでている事例も起きています。 

一例を挙げると 

      ・オンラインゲーム等での友だち間のいじめ・仲間外し・悪口 

      ・ＳＮＳを通じた見知らぬ人との接触 

      ・ユーチューブ､LINE等による家庭や社会での生活上のトラブル  等 

このような場合､個人情報保護の観点等により学校での指導には限界があることから､内容によっ

て警察への通報や相談を行い、適切に援助を求めるよう､文部科学省の通知に記載されています。 

ネット上の危険から子供を守るために家庭でできるポイントとして､「ペアレンタルコントロール」（ゲー

ム等への状況確認や制限）､「フィルタリング」（不適切な情報へのアクセス制限）､「ルール作り」（子

供と共にルールや約束事を決める）等があります。学校においても引き続き､くり返し指導を行います。

さらに､講師招聘による研修会等を開催していきたいと考えています。 

☞ 参考資料 ☜ 

令和３年度福岡県ＰＴＡ連合会総会の中で採択された｢スマホ宣言（親子の対話、大人の学び）｣
では以下のように謳っています。 紹介します。 
 
「スマホ・ゲームは遅くても夜９時まで！」 スマホ等を持たせた以上、管理と責任は保護者が負いま
す。子どもたちに規則正しい生活習慣や社会性を身につけさせるために、各家庭でルールを決めま
しょう。大人もスマホばかり見ずに，子どもの顔を見て聞く・話すように心がけましょう！ 

１日(月)  あいさつ運動  

２日(火)  委員会活動 外国語活動（３.４年)  外国語（5.６年) 理科支援員来校 

３日(水)  児童朝会  九共大生来校 ✐短縮時程開始(～９日)✎ 

４日(木)  読み聞かせ(１.２.４.５年) 外国語 TSU･NA・GU授業(５.６年) ＳＳＷ来校  

８日(月)  外国語(５.６年) 

 ９日(火)  外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年)  理科支援員来校          

１０日(水)  個人懇談会 九共大生来校  ＊児童下校 １３：００(～１２日) 

１１日(木)  個人懇談会 ＳＳＷ来校  ＳＳ来校 

１２日(金)  個人懇談会   

１５日(月)  海の日 

１６日(火)  あいさつ運動  SC来校 

１７日(水)  スマホモラル教室(３.４年)  九共大生来校 

１８日(木)  読み聞かせ(１.２.３.６年)  ＳＳＷ来校 給食終了  

１９日(金)  終業式  

２０日(土)  学び合いルーム(９：００～１１：００ 芦屋中央公民館３階)  
  

 

 

８月予定 
 

３日(土)  学び合いルーム 
６日(火)  出校日 
１７日(土)  学び合いルーム 
２６日(月)  始業式 あいさつ運動 
２７日(火)  給食開始 

 


